
                                                            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～子どもの視力低下は、かなり深刻な健康問題です～ 

生活習慣の変化や、ICT 機器に触れる機会が増加したことが要因と考えられています。近視の進行は将

来、目の病気になるリスクを高める可能性があります。そして、近視は、５～15 歳頃の成長期に特に進行す

るとも言われています。近視を防ぐための生活習慣等について、資料も配布しますので、将来の健康のため

に、ぜひお子様と話し合い、できる事から始めてみてください。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025.9.25 

今市第三小学校 

～ 「暑い」から「寒い」へ 季節の変わり目です ～ 

厳しい暑さが長く続いていましたが、朝晩は少し肌寒いと感じる日も増えてきました。１日の中でも寒

暖差の激しい時期になりますので、急な暑さ・寒さによるかぜや体調不良をしっかり予防したいもので

す。 「暑い」「ちょうどいい」「寒い」にあわせられる服装を、登校前にお子様と一緒にチェック 

してみてください。運動会・宿泊行事・校外学習など行事が多い２学期を、元気に過ごしてい 

けますように。 

 

 

 

 

「まばたきしていますか？」 

まばたきには、目の表面についたゴミをぬぐいとる働きと、目の

表面が乾かないように、水分(涙)でぬらす働きがあります。私たち

は、自然にまばたきをしていますが、ゲームや動画の画面を集中的

に見ていると、まばたきの回数が少なくなる事がわかっています。

ゲームをしたり、動画を見たりする時は、長時間、画面を見続け 

ない事や、時々休憩(３０分に１回は２０秒以上遠 

くを見るなど)して目を休めることが大切です。 

世界で５歳の誕生日を迎えずに、命を終える子どもたちは年間５２０万人。その原因の 

多くは、予防可能な病気です。私たちの生活には、当たり前にあるきれいな水、トイレ、そ 

して食事・・・それらが不足しているために、不衛生な環境や生活習慣を強いられ、下痢や 

肺炎にかかって命を失う子どもたちが年間約 150万人もいます。もし、石けんを使って 

正しく手を洗うことができたら、年間 100万人もの子どもの命が守られ、また下痢によ 

って学校を休まなければいけない子どもたちが大幅に減ります。       (世界手洗いの日：ユニセフより) 

～自分の体を病気から守る、最もシンプルな方法のひとつが、石けんを使った手洗いです～  

 

東山書房：健康教室より 


